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令和２年西東京市教育委員会第11回定例会議事日程 

 

             日 時  令和２年11月17日（火）午後２時から 

             場 所  田無第二庁舎４階 会議室 

 

第 １ 会議録署名委員の指名 

第 ２ 議案第 36号 西東京市立学校職員服務規程の一部改正について 

第 ３ 議案第 37号 教育財産の取得について（申出） 

第 ４ 議案第 38号 教育財産の取得について（申出） 

第 ５ 報 告 事 項 (1) 西東京市立学校施設使用料の新設について(答申) 

(2) 令和元年度公民館事業評価 

第 ６ そ の 他  
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              午 後 ２ 時 00 分 開 会 

議事の経過 

○木村教育長 ただいまから令和２年西東京市教育委員会第11回定例会を開会いたします。 

 これより直ちに本日の会議を開きます。 

 日程第１ 会議録署名委員の指名を行います。本日は米森委員にお願いしたいと思います

が、御異議ございませんか。 

       （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○木村教育長 それでは、本日は米森委員にお願いいたします。 

     ━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━       

○木村教育長 日程第２ 議案第36号 西東京市立学校職員服務規程の一部改正について、を

議題といたします。提案理由の説明を求めます。 

○山縣教育指導課長 議案第36号 西東京市立学校職員服務規程の一部改正について、を説明

いたします。 

 労働施策の総合的な推進並びに労働者の雇用の安定及び職業生活の充実等に関する法律の

改正に伴う東京都の例規である東京都立学校職員服務規程の一部改正を受け、西東京市立学

校職員服務規程を一部改正する必要があるため、今回の教育委員会定例会に提出するもので

ございます。 

 なお、地方教育行政の組織及び運営に関する法律に基づき、服務に関する規程は、服務監

督の属する市教育委員会にて定めることとなっていることから、東京都及び西東京市におい

て、それぞれ例規の改正を行うものでございます。 

 今回の改正につきましては、東京都立学校職員服務規程の中で、新たにパワー・ハラスメ

ントの禁止について規程されたことに伴い、西東京市立学校職員服務規程第９条第２項のパ

ワー・ハラスメントの定義をより具体的な文言に改正するものでございます。 

 もう１点は、第10条の２の見出しを、都の規程を踏まえ、今回の改正に合わせ文言を整理

するものでございます。「セキュリティポリシィ」と「シ」に小さい片仮名の「ィ」を、

「セキュリティポリシー」ということで、「シ」に棒線の「シー」という形にするものでご

ざいます。 

 １枚おめくりいただきたいと思います。先ほども、今回の新たにパワー・ハラスメントの

禁止について規程されたというところでございますが、現行と改正案のところについて説明

いたします。 

 現行は、第９条の２で、「職員は、職務上の地位その他の職場内における優位性を背景に、

他の職員又はその職場において職務に従事する者に対し、本来業務の適正な範囲を超えて、

人格、尊厳等を侵害する言動を行ってはならない」と、現行ではしておりました。 

 改正案につきましては、その左側になりますが、第９条の２では、「職員は、職務に関す

る優越的な関係を背景として行われる、業務上必要かつ相当な範囲を超える言動であって、

他の職員に精神的又は身体的な苦痛を与え、当該職員の人格若しくは尊厳を害し、又は当該

職員の勤務環境を害することとなるようなものを行ってはならない」というふうにしたもの

でございます。 
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 御審議の上、御決定賜りますようお願い申し上げます。 

 以上でございます。 

○木村教育長 説明が終わりました。質疑を受けます。 

○米森教育長職務代理者 これまでもパワハラの規程があったと思いますけれども、具体的に

文言上、大分整理されたと思いますが、この場合、ほかのケースもそうですけれども、具体

的に発生した場合の相談窓口、これだと優越的ですから、上の管理職の方に相談するという

ことじゃないと思いますので、ほかの窓口が必要だと思います。従来どおりあると思います

が、そのことと、それから、中身は非常に認定も難しいかと思うんですが、先生方、これま

でも周知されていると思いますが、改めてこの辺の周知徹底等はどうされるのか、お伺いし

ます。 

○山縣教育指導課長 相談窓口の件でございますが、各学校には教育指導課長を窓口として、

直通の電話を示すポスターを周知してございます。これは職員室にも掲示するように指導し

ているところでございますが、教育指導課長に気軽に相談できるような環境は、以前から整

えているところでございます。また、現在、教育指導課長は男性でございますので、統括指

導主事が場合によっては相談の窓口になるということも臨機応変に行っているところでござ

います。 

 また、パワー・ハラスメントの防止の徹底についての周知でございますが、毎回の校長会

議、副校長会議で周知を図っているところでございます。まずは職員を大切にすること、ま

た、言葉についても、現在あったか先生を推進しておりますので、職員同士も当然ながらあ

ったか先生のスタンスで関わっていくこと、相手がそういうふうに感じたときには不快な思

いをさせたということにつながるので、未然防止についても、具体的な事例を、服務ニュー

スレターを活用して、学校に対して指導を行っているところでございます。今後、12月も校

長会議がございますので、このことも踏まえながら指導を継続して行っていくところでござ

います。 

 以上でございます。 

○米森教育長職務代理者 わかりました。 

○山田委員 今のことに関連するんですけれども、要するにそういうパワハラの訴えは、教育

指導課長あるいは統括指導主事のところへいくと。実際そういう訴えがあったときに、それ

がパワハラなのかどうかを認定するべきなわけですね。それをする委員会等が多分設置され

るのかと思うんですけれども、そこら辺はどういうふうになっているんでしょうか。 

○山縣教育指導課長 東京都の教員においては、服務に関する規程がございまして、それがパ

ワハラに当たるのかどうかという一定の基準が示されているところでございます。これが今、

本市ではございませんけれども、そういったパワハラの事案があった場合には、東京都人事

部担当課と連携を図っていく等の対応となっていきます。 

○山田委員 そうすると、そういう訴えがあった場合に、都のほうにそういう何がしかの委員

会みたいなものが設置されて、そこでその事実関係等について調べたり、調査をしたり、審

議をしたりするという理解でよろしいでしょうか。 

○山縣教育指導課長 このケースの場合は、パワー・ハラスメントに特設した何か委員会が設
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置されるわけではなく、いわゆる服務事故として扱うべきかどうかということも含めて、い

わゆる東京都教育委員会の人事部のほうで協議をするという形になります。ただ、こういう

ことについては、相談があった場合、これは教育部長や教育長とも相談しながら未然にきち

っと対象となる管理職あるいは教員、職員に対して注意をしたりとかは当然ながらしていか

なきゃいけないんですけれども、相談された方のプライバシーをやっぱり大切にしなければ

いけませんので、そのあたり、相談された方と連携を図りながら丁寧に対応していくという

形になります。 

○山田委員 ちょっとしつこいようで申し訳ないんですけれども、例えば相談した方がいて、

場合によっては、課長や主事を疑うわけでもないし、東京都のそういうところを疑うわけで

もないけれども、最初から門前払いされるとか、そういうことだって想定はできるわけです

よね。そういうことが起こらないように組織的に何か対応するものがないといかんのではな

いかと思うし、実際にはそういうものが求められて、ほかの組織では作られているんじゃな

いかと思うんです。それでお聞きしたんですが。 

○山縣教育指導課長 相談の窓口としては、一義的には市教育委員会の教育指導課となってい

ますが、窓口自体は広くほかにも設定されてございまして、東京都教育委員会の相談窓口や、

メールでの相談窓口がございまして、教職員には周知を図っているところでございます。 

○山田委員 わかりました。ありがとうございます。 

○米森教育長職務代理者 パワハラの関係とか、ハラスメントは多分いろんなところでチャン

ネルがあるというのはいいことだし、そうしないと、やっぱり今お話しあったように、完全

に解決する格好に持っていけないかなというような気もしますし、さっきの関連で、パワハ

ラかどうかというのは一義的に課長のところでも見なくちゃいけないから、それは東京都に

上げるとか上げないとか、判断しなくちゃいけないですよね。そうなるとすごく難しい部分

が出てきたりすると思うんです。そういう場合には何か協議体が要るような気がするんです

けれども、その辺はいかがでしょうか。 

○山縣教育指導課長 特設した委員会というのは特にありませんが、課長職でとして上司に報

告・相談しながら対応しているところでございます。また、それぞれの専門となる関係課も

ございますので、そういったところとも連携を図りながら進めていくという形になります。

ただ、今、委員がおっしゃったように、私や統括指導主事の中でとどめるということは、こ

れは絶対あってはいけませんので、上司や関係課に適切に報告や情報提供をして対応してい

くことは当然のことというふうに考えています。 

○米森教育長職務代理者 よろしくお願いします。 

○木村教育長 ほかに質疑はございませんか。━━質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。━━討論を終結します。 

 これより議案第36号 西東京市立学校職員服務規程の一部改正について、を採決いたしま

す。原案のとおり可決することに賛成の方の挙手を求めます。 

       〔賛成者挙手〕 

 全員賛成。よって、本議案は原案のとおり可決されました。 

     ━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━       
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○木村教育長 日程第３ 議案第37号 教育財産の取得について（申出）、を議題といたしま

す。提案理由の説明を求めます。 

○山縣教育指導課長 議案第37号 教育財産の取得について（申出）、提案理由を説明申し上

げます。 

 本議案は、タブレットの購入について、西東京市議会の議決に付すべき契約及び財産の取

得又は処分に関する条例第３条により、議会の議決を得るため、西東京市教育委員会事務委

任規則第２条第４号及び第５号により、市長に申し出るものでございます。 

 内容といたしましては、ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けて、西東京市立小・中学校に

おいて、児童・生徒及び教員が使用するタブレット端末を購入するものでございます。購入

金額は、１万6,000台の合計で、８億5,179万6,000円でございます。 

 よろしく御審議の上、御決定賜りますようお願い申し上げます。 

○木村教育長 説明が終わりました。質疑を受けます。 

○後藤委員 当たり前のような質問で申し訳ないんですけれども、当然教育財産として購入す

るものですので、まして子どもたちが使用するものですから、ある程度頑丈で扱いやすく、

そして丈夫で、また修理もしやすいというような、そんなところも是非考慮して選ばれると

は思うんですが、そのあたりはどうでしょうか。 

○山縣教育指導課長 そのあたりの安全性につきましては、子どもが使うものですから、一定

のトラブルはあるかもしれませんけれども、それに耐え得るものというふうに認識している

ところでございます。 

○服部委員 ここで聞くことかどうかもちょっとわからないんですが、低学年から、１年生か

ら持つということで、キーボードがついているということも聞きましたが、仮名の、キーボ

ードの種類というか、低学年用に分かれているとか、あるいは今後ローマ字を早く習うよう

になるとか、そのような見通しがあるんでしょうか。教えてください。 

○荒木統括指導主事 購入するタブレットは、仮名入力もローマ字入力もできるものになって

おります。先日、先進的に取り組んでいる区の学校を見学してきて、その区では３年前から

既に小学１年生から中学３年生まで導入しているので、小学１、２年生の入力をどのように

しているのか聞いてきたところ、ローマ字入力をさせているということでした。ローマ字を

教えてから入力するというよりも、こことここを押したら「カ」が入るという、五十音で教

えていくと、あっという間に小学１年生も身に付けることができるということをお聞きしま

したので、どのように西東京市の子どもたちが身に付けていけるかということは、先進市の

取組も見ながらやっていきたいと思います。 

 以上でございます。 

○服部委員 ありがとうございます。 

○木村教育長 ほかに質疑はございませんか。━━質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。━━討論を終結します。 

 これより議案第37号 教育財産の取得について（申出）、を採決いたします。原案のとお

り可決することに賛成の方の挙手を求めます。 

       〔賛成者挙手〕 



7 

 

 全員賛成。よって、本議案は原案のとおり可決されました。 

     ━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━       

○木村教育長 日程第４ 議案第38号 教育財産の取得について（申出）、を議題といたしま

す。提案理由の説明を求めます。 

○山縣教育指導課長 議案第38号 教育財産の取得について（申出）、の提案理由を説明申し

上げます。 

 本議案は、充電保管庫及び保管庫の購入について、西東京市議会の議決に付すべき契約及

び財産の取得又は処分に関する条例第３条により、議会の議決を得るため、西東京市教育委

員会事務委任規則第２条第５号により、市長に申し出るものでございます。 

 内容といたしましては、ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けて、西東京市立小学校及び中

学校において、児童・生徒及び教員が使用するタブレット端末を保管する充電保管庫及び保

管庫を購入するものでございます。購入金額は、充電保管庫140台、保管庫81台の合計で1,5

06万9,032円でございます。 

 よろしく御審議の上、御決定賜りますようお願い申し上げます。 

○木村教育長 説明が終わりました。質疑を受けます。 

○山田委員 充電保管庫なので、名は体を表すと言いますから、何だかは分かるんですけれど

も、どういう場合にこれを使うのかが、学校に設置するということで、タブレット自体は生

徒たちに配布されるということを考えると、どういうシチュエーションでこれがどういう使

われ方をするのかちょっと不明なので、説明をお願いいたします。 

○山縣教育指導課長 充電保管庫の整備につきましては、基本タブレットは持ち帰りの運用を

想定しているところでございます。特に充電につきましては、充電保管庫の台数から見ても

全員を網羅することができないことから、御家庭に一定の御負担をいただきながら、その充

実を図っていくということを想定してございます。 

 １人１台の端末数全てを保管する台数は想定しておりませんので、必要に応じて充電や保

管を行うための台数を整備することを想定しているところでございます。 

 以上でございます。 

○山田委員 教員が使っておられるタブレットをそこへ一時的に収納するというのはリーズナ

ブルかなとは思うんですけれども、逆に先生方がお持ち帰りにならなくて、仕事というか、

子どもたちに使わせるものを自宅に、働き方改革との関連もあるのかもわからないですけれ

ども、持ち帰らないというほうが私にはあまり想定ができないんですけれども。 

○山縣教育指導課長 持ち帰りにつきましては、教員も学校での職務上のいわゆる業務書類ほ

かデータ等も含めて家には持ち帰らないということを基本としております。今後、ＧＩＧＡ

スクールの構想の実現に向けて、教員が持ち帰って何か教材研究をするようなそういった機

会が増えることも想定されますので、セキュリティポリシーの改訂や、モラルの向上も含め

て検討していこうと考えているところでございます。 

○山田委員 わかりました。ありがとうございます。 

○服部委員 一つ前の質問で聞かなきゃいけなかったかもしれないんですが、データをＵＳＢ

ですとか、ＣＤ－ＲＯＭですとか、そういうものの機械が多分タブレットには内蔵されてい
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ないと思うので、接続するというような場合も学習を進めていく中では起こったりするんで

すか。 

○山縣教育指導課長 このグーグルクロームはデータを一元管理するものですから、いわゆる

そのデータを入れたらもうそれがほかの場所で管理されていて、パスワードとＩＤを入力す

ればそれが取り出せるという、セキュリティーに長けているので、このグーグルクロームを

選んだ理由の一つにもなっております。また、ＵＳＢを差したりとか、そういうことをしな

くても対応できるというシステムになっておりますので、そのあたりはクリアになると考え

ているところでございます。 

○服部委員 ありがとうございます。 

○今井委員 タブレットの数と充電器の数が一緒ではないということで、家で充電することを

考えたときに、充電する充電器は、一般的なスマホとか携帯とかを充電する充電器が対応す

るものなんですか。それとも新しく何か特殊な形のものを購入する可能性があるということ

ですか。 

○山縣教育指導課長 充電用のケーブルはついております。そのほか詳細につきましては１回

持ち帰りまして、このあたりは非常に大切なところかと思いますので、後日お答えさせてい

ただきたいと思います。 

○山田委員 これも前のときだったかもしれないんですけれども、６年生が卒業するときに内

部を全部きれいにしなきゃいけませんよね。それは先生方がやられるんですか。それとも業

者等がやってくれるんですか。 

○山縣教育指導課長 タブレットの中には、データ的には何も入っていませんので。 

○山田委員 そうすると、クラウド上だけにデータが残るんですか。 

○山縣教育指導課長 そうです。それで、パスワードとＩＤを入れればそこから引き出せると

いう形になりますので、消すという必要はない。 

○山田委員 必ず常にオンラインになっていないと使い物にならないんですね。私のタブレッ

トなんかは、中にも保存されるのでオフラインでも使えるんだけれども、オフラインではほ

とんど子どもたちは何もできないというスペックになっているわけですね。 

○山縣教育指導課長 そうですね。 

○山田委員 わかりました。そうすると、各家庭がＷｉ－Ｆｉのちゃんとした契約、上限のな

い契約をしていないと大変になってくるわけですね。 

○山縣教育指導課長 今、山田委員が懸念されていることについては、ＧＩＧＡスクールの検

討委員会とかでも、部会の中でも検討していきたいというふうに考えています。家庭に持ち

帰るということもございますので、今後そのあたりの御協力依頼なども含めて検討していか

なきゃいけない事案だというふうに考えているところでございます。 

○木村教育長 ほかに質疑はございませんか。━━質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。━━討論を終結します。 

 これより議案第38号 教育財産の取得について（申出）、を採決いたします。原案のとお

り可決することに賛成の方の挙手を求めます。 

       〔賛成者挙手〕 
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 全員賛成。よって、本議案は原案のとおり可決されました。 

     ━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━       

○木村教育長 日程第５ 報告事項に入ります。質疑は後ほど一括して行いたいと存じます。 

 （１）西東京市立学校施設使用料の新設について（答申）、の説明をお願いいたします。 

○和田社会教育課長 私からは、西東京市立学校施設使用料の新設について（答申）、につき

まして報告いたします。 

 本件につきましては、令和２年７月29日付で、教育長から西東京市手数料等審議会に諮問

され、10月５日に答申を得ましたので、報告するものでございます。 

 答申本文でございますが、中原小学校の施設使用料について、市の基本方針に基づき原価

計算を行った上で、施設の特性や他市の状況等を考慮しまして、別紙のとおりの金額設定が

妥当であるとの答申をいただきました。 

 裏面の別紙を御覧ください。 

 １時間当たりの使用料でございますが、体育館の使用料につきましては、市外在住者等が

使用するときは1,000円、市内在住者が使用するときは500円でございます。また、特別教室

及び多目的室につきましては、市外在住者等が使用するときは500円、市内在住者が使用す

るときは100円でございます。 

 金額につきましては、市内で使用している他の学校施設と同程度の設定となっております。

今後、答申を踏まえまして、市長部局と調整してまいりたいと考えております。 

 報告は以上でございます。 

○木村教育長 ありがとうございました。 

 次に、（２）令和元年度公民館事業評価、の説明をお願いいたします。 

○高田公民館長 私からは、令和元年度西東京市公民館事業評価について報告申し上げます。 

 平成20年の社会教育法の改正により、同法第32条に、運営の状況に関する評価等の条文が

設置されました。これを受けて、西東京市の公民館では、平成22年度から公民館事業評価に

関する諮問、答申、検討が行われ、平成27年度から公民館事業評価表を活用した事業評価が

開始され、今年度で６年目となります。 

 表紙をおめくりください。 

 評価方法でございますが、公民館により評価及び公民館運営審議会による評価の２段階評

価で実施しております。評価項目は、（１）として学級・講座を、（２）に施設管理、（３）

に窓口業務、（４）に長期的視点での人づくりの４点を大項目として設定し、それぞれの項

目ごとに評価内容、実績指標、実績値が示されております。 

 １次評価は、各分館長及び公民館長がおのおの評価を行ったものを集約し、調整したもの

を１次評価としております。２次評価は、公民館から評価の視点についての説明の後、公民

館運営審議会委員により検討会議を３回実施しております。検討会議では、評価項目に対す

る実績指標や実績値がわかりづらいので、具体的な事業を例に挙げて、公民館の取組がわか

るような評価にしたほうがよいのではという御意見をいただいております。 

 次に、具体的な評価内容について御説明を申し上げます。 

 （１）学級・講座の上から三つ目、プロセス重視の運営でございます。公民館では準備会
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や実行委員会、ワークショップなど、市民の主体性を尊重した学習形態を多く取り入れてい

ることから、公民館の１次評価はＡといたしましたが、公民館運営審議会の２次評価では、

新たな市民が参加できるような工夫や仕掛けをすべきとしてＢ評価となっております。 

 ページをおめくりいただきまして、施設管理ですが、市民の学習支援のための設備、施設

設備に努めていることや、地域防災の拠点として全館で防災講座を実施していることなどか

ら、１次、２次ともＡ評価となっております。 

 （３）窓口業務でございます。学習情報の整理に関してはチラシやポスターの掲示、団体

情報が閲覧できるファイルなどが整備されており、Ａ評価とされておりますが、一方で、市

民ニーズの把握に努める必要があるとして、窓口対応等はＢ評価となっております。 

 （４）長期的視点での人づくりでございます。上から三つ目、市民参加については、若い

世代や新たな利用者の参加促進を検討してほしいとしてＢ評価、四つ目の届ける社会教育に

おいては、公民館がない地域に出かけていって事業実施を期待することからＢ評価となって

おります。さらに、その下の公民館だよりについての評価ですが、公民館の１次評価がＡで

あるのに対し、公民館運営審議会の２次評価がＣと、異なった評価となっております。 

 公民館だよりは、昨年度、事務事業評価の対象となり、公民館活動事業費に占める経費の

割合が高いことから、行革本部評価では抜本的見直しとされたところでございます。本市の

公民館だよりは毎月独立発行、全戸配布となっており、他市で同一レベルの発行を行ってい

るのは１市のみでございます。内容も１面に地域情報を取り上げるなど、公民館に来館でき

ない方に対しても読み応えのある内容を提供していることから、１次評価をＡといたしまし

た。これに対して公民館運営審議会の評価は、発行を継続させるための職員体制などが厳し

い状況であることや、若い人の紹介や団体活動紹介がなかったことなどからＣ評価となって

おります。 

 なお、公民館事業評価につきましては、昨年４月に出された答申において、長期的計画に

基づく評価の実施と評価項目の最適化が求められており、現在、公民館の中期事業計画を検

討中でございますので、それに伴い評価項目も改善を図っていく予定でございます。 

 私からは以上となります。 

○木村教育長 ありがとうございました。 

 説明が終わりました。質疑を受けます。 

○山田委員 さっきの公民館だよりのところなんですけれども、評価内容は、「公民館だより

を通して、市民に公民館や地域に関する情報を発信する」となっていて、それの達成度でい

けば、公民館としては十分達成していると。それに対して運営審議会のほうでは、今後の努

力が必要だと。その今後の努力というのは、その発行の体制整備ができていないからだとい

うことと、若い人だとか特定の部分に対して欠落しているからだということなんですけれど

も、評価項目を今後見直していくとおっしゃっていたんですが、そこだけ見れば、評価内容

のこの部分に関して言えば、私はこのＣ評価というのはちょっと問題があるのではないかと。

そういう事業評価の対象になって、公民館だよりの事業が縮小してしまうことに対して危機

感を抱いた審議会の方々が意見表明をしたいということで、ここにこういう形になったんだ

とすれば、それは評価そのものをちょっと曲げることになると思うので、評価自体はもう一
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度やり直していただいて、もし意見があるなら附帯意見のような別の形で評価とは離れて意

見表明をすべきだと思うんですけれども、いかがでしょうか。 

○高田公民館長 そちらにつきましては、公民館運営審議会でこちらをお出しする前段でも、

かなり時間をかけて公運審、公民館との議論も行いました。この評価そのものに関しては、

まずそういった思いを届けたいといったところもあるし、それからあとは、公民館だよりそ

のもののスタッフ会議というものを持っているんですね、編集会議というものを。その中に

公民館運営審議会の委員の方も市民の委員として入っていただいてはいるんですけれども、

内容として、団体の紹介が全く出せなかったとかそういったこと、なかなかその議論が、公

民館だよりの編集室の中でもどういうものがいいのかという議論がうまく持っていけずに、

結論としてこのような形の紙面が、４ページ刷りで発行はしていたんですけれども。そうい

ったところも踏まえまして、若い人とか団体紹介が載っていなかったと、内容の部分に関し

てはやはり落ちたのではないかという、網羅できていないのではないかといったところで、

総体的にやはり公運審としてはＣ評価としてこれを提出したいといったところでしたので、

今回このような形で出させていただいております。 

○山田委員 わかりました。ありがとうございました。 

○米森教育長職務代理者 関連で、やはり私も公民館だよりは中身、公民館だけじゃなくてい

ろいろ紙面はかなり充実していると思っているので、かなり人員がない中で頑張っておられ

るなという気はします。確かに行革、お金でコスト削減という部分で、そこをできないかと

いうのは一つの要請だと思いますし、人員も増えない、多分これを両方やるというのは、今

先生が言われた、非常に至難のわざかなと思うので、公民館を今見ますと、例えばオンライ

ンをやるとか、別の形で何かやれないかなというのを探るのも一つの方法かなと思っていま

す。その今ある中で充実させろというと隘路に突き進むので、ブレークスルーするには何か

違う、今せっかくこういう時期でオンラインもやりましょうという時代になっているから、

何かそういうのを紙じゃなくてやりましょうとかなんかいうのもありかなと思って、ここは

評価ということで一回あるんでしょうけれども、中身としてはちょっと私も厳しいような気

がしました。それはそれとして、次の方向を打ち出していただくと、まだ新しい部分が見え

るのかなと思いますので期待しております。よろしくお願いします。 

○木村教育長 施設の使用料の件については特にございませんでしょうか。━━質疑を終結し

ます。 

     ━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━       

○木村教育長 日程第６ その他、を議題といたします。教育委員会全般についての質疑をお

受けいたします。 

○今井委員 今年度、体育的行事を新しい形で考えていただいて、実施してくださった学校が

あると思うんですけれども、実施してみてどうだったかとか、来年度に向けた考え方など、

もしあれば教えてください。 

○木村教育長 運動会が中心でいいですか。 

○今井委員 はい。 

○山縣教育指導課長 私もこの機会に、教育長もたくさんの学校に行かれましたけれども、私
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も大体の学校を見に行きました。その中で、ＰＴＡと連携しながら３密を避けるための取組

や、学年ごと時間を区切ってやっている取組なども見て、私はもともと校長の立場でもあり

ますが、こういう工夫がこれからの在り方だと感じました。 

 それはなぜかと申し上げますと、該当する学校の校長先生や体育主任にもちょっと声をか

けたりもしたんですけれども、非常にそれまでの準備とか、あるいは子どもへの指導などに

ついてもゆとりがあるというふうな言葉も幾つかいただいたところでございます。保護者の

方も、時間を区切ってということなので、指定された時間に行って見るということでいけば、

１日の時間の使い方なども、御家庭の中でも工夫ができるのかなというふうにも感じたとこ

ろでございます。 

 ただ一方で、今まで運動会がこれまで従前どおりやられていたので、盛り上がりに欠ける

というような御意見も当然いただいたところなんですが、今、今井委員から御指摘があった

ところは、今後校長会と連携を図りながら今後の取組方を詰めていこうと思っています。新

しい生活様式に即した新しい教育課程の編成という視点で、校長先生方と新しい在り方を考

えていきたいと思っています。 

 それと、もう１点は、新型コロナウイルスに対応した働き方改革です。やっぱりこういっ

た機会を捉えて働き方改革をすることによって、子どもたちと向き合う時間をしっかり確保

するということなどを念頭に置きながら、行事全体の改善、改革、また教育内容、教育指導

に関する改革を進めていくことが大切であると考えています。このタイミングでＧＩＧＡス

クールがスタートしますので、一層改革が進みますし、授業改善は迫られるわけです。それ

以外のものについてもう少し踏み込んで、校長先生方にも、より一層学校改革のリーダーシ

ップを図っていただきたいと考えています。 

○今井委員 行事に関しては、やるかやらないかというその２択ではなくて、やるとしたらど

んな形だったらできるんだろうというふうに、大変な状況の中でも前向きに考えてくださっ

ているということ、すごく有り難いなというふうに思っています。ありがとうございます。 

○山縣教育指導課長 ありがとうございます。運動会だけじゃなくて、今回は移動教室や修学

旅行も、スキー教室等も中止にいたしましたが、学校によっては校庭でキャンプファイヤー

をしたりとかいろんな工夫をしながら、子どもたちの意見を取り上げながらやっていて、そ

れについて保護者から教育委員会のほうに強い何か御意見をいただくようなこともありませ

んので、そういった部分では、この現状を御理解いただいて、子どもたちのことも大切にし

ながら市民の皆様方も進めていただいているのかなというふうに理解しているところでござ

います。 

 以上でございます。 

○木村教育長 ほかに質疑はございませんか。━━質疑を終結します。 

 以上でその他を終わります。 

 では、以上をもちまして令和２年西東京市教育委員会第11回定例会を閉会します。ありが

とうございました。 

             午 後 ２ 時 42 分 閉 会 

     ━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━       
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